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５
日
間
の
ゼ
ミ
合
宿
の
中

で
、
私
た
ち
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
見
て

き
ま
し
た
。

　
マ
ニ
ラ
滞
在

で
ま
ず
感
じ
た

こ
と
は
、
激
し

い
貧
富
の
格
差
で
す
。
マ
ニ

ラ
市
内
は
、
東
京
の
街
並
み

と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
高
層

ビ
ル
や
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
立
ち
並
ぶ
エ
リ

ア
が
あ
る
一
方
、
そ
こ
か
ら

ほ
ん
の
数
分
も
歩
け
ば
路
上

生
活
者
や
物
乞
い
の
子
ど
も

た
ち
が
い
る
よ
う
な
通
り
が

あ
り
ま
す
。

　
滞
在
３
日
目
の
夜
、
夕
日

が
き
れ
い
に
見
え
る
こ
と
で

有
名
な
海
沿
い
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
食
事
を
し
た
帰
り
道

で
、
小
さ
な
女
の
子
が
「
お

金
を
ち
ょ
う
だ
い
」
と
私
た

ち
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

一
人
に
お
金
を
渡
す
と
他
の

子
ど
も
た
ち
も
同
じ
よ
う
に

集
ま
っ
て
き
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
私
た
ち
は
そ

の
子
を
無
視
し
ま
し
た
。

　
当
た
り
前
の
よ
う
に
帰
る

家
が
あ
り
、
毎
日
お
い
し
い

食
事
を
し
、
海
外
へ
旅
行
に

行
け
る
私
た
ち
の
こ
と
を
、

彼
女
た
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち

で
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
目

に
見
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
な

が
ら
、
決
し
て
中
に
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン

か
ら
出
て
き
た
私
た
ち
に
ど

ん
な
思
い
を
抱
い
た
の
だ
ろ

う
…
…
と
、
な
ん
と
も
形
容

し
難
い
複
雑
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
滞
在
中
に
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
街
で
見

か
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

日
本
か
ら
の
影
響
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
す
。
マ
ニ
ラ
市
内

を
歩
い
て
い
る
と
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
日
本
企
業
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を

目
に
し
ま
す
。

　
道
路
を
走

る
自
動
車
や

バ
イ
ク
も
日

本
製
の
も
の
が
多
く
、
工
事

用
の
車
両
や
大
型
バ
ス
な
ど

は
日
本
で
か
つ
て
使
わ
れ
て

い
た
も
の
が
現
在
も
そ
の
ま

ま
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

語
表
示
の
上
か
ら
い
か
に
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
ら
し
い
派
手
な

ペ
イ
ン
ト
が
な
さ
れ
て
い
る

車
体
は
、
と
て
も
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

も
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
が
数
多

く
並
び
、
ど
れ
も
人
気
の
様

子
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

人
々
の
日
本
製
品
に
対
す
る

信
頼
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
日
本
に
い
る
と
忘
れ
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
日
本
の

素
晴
ら
し
さ
に
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
以
外
に

も
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り

や
ま
な
い
マ
ニ
ラ
の
交
通
事

情
、
随
所
に
見
え
る
第
二
次

大
戦
中
の
傷
痕
、
に
ぎ
や
か

な
屋
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
お
お

ら
か
で
親
切
な
人
々
な
ど
、

私
た
ち
に
と
っ
て
目
に
す
る

も
の
す
べ
て
が
刺
激
的
で
、

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
５

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
会
館
で
の
留
学

生
と
の
生
活
を
通
し
て
、
異

文
化
理
解
や
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
寮

内
留
学
の
後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
９
月
か
ら
始
ま
り
、
１
年

次
生
か
ら
４
年
次
生
ま
で
15

人
が
入
寮
し
た
。

　
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

２
０
１
４
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
２
年
目
。
専
大
生
が
レ
ジ

デ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
（
Ｒ

Ｐ
）
と
し
て
、
短
期
留
学
生

や
特
別
聴
講
生
と
同
室
で
過

ご
し
、
日
常
生
活
や
学
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
外
国
人
と

寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
で
、

日
本
に
い
な
が
ら
異
文
化
体

験
で
き
る
と
好
評
だ
。
後
期

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
来
年
３
月
ま

で
で
１
年
次
生
４
人
、
２
、

３
年
次
生
各
３
人
、
４
年
次

生
５
人
が
参
加
す
る
。
９
月

25
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
秋
期

日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ

ラ
ム
」「
日
本
理
解
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
留
学
生
、
１
月
の

豪
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
川
崎

研
修
に
参
加
す
る
短
期
留
学

生
ら
と
共
同
生
活
を
送
る
。

　
同
９
日
に
は
寮
内
留
学
の

開
講
式
が
あ
っ
た

写
真
。

そ
の
後
１
週
間
か
け
て「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
」

を
実
施
。
語
学
研
修
や
異
文

化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
留
学
生
受

け
入
れ
準
備
を
整
え
た
。

　
Ｒ
Ｐ
の
白
石
雄
大
さ
ん

（
文
２
）は｢

留
学
生
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
し

て
、
視
野
を
広
げ
た
い｣

と

抱
負
を
語
り
、
宮
本
眞
帆
さ

ん（
文
３
）は
「
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
言
葉
を
教
え
て
も
ら
う

一
方
、
自
分
も
日
本
文
化
を

伝
え
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
生
活
に
希
望
を
膨
ら

ま
せ
て
い
た
。

Ｊ
Ｌ
Ｃ
と
Ｂ
Ｃ
Ｌ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始

　
専
修
大
学
に
短
期
留
学
し

て
日
本
語
能
力
を
身
に
つ

け
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
る
「
秋
期
日
本
語
・
日

本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ｊ

Ｌ
Ｃ
）
と
、
本
学
の
国
際
交

流
協
定
校
か
ら
の
留
学
生
を

対
象
に
し
た
「
日
本
理
解
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
Ｂ
Ｃ
Ｌ
）
が

９
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
９
月

28
日
に
は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
歓
迎
会
が
あ
り
、
専
大
生

と
に
ぎ
や
か
に
交
流
し
た
。

　
Ｊ
Ｌ
Ｃ
に
は

10
カ
国
・
地
域

か
ら
22
人
が
参

加
。
12
月
ま
で

国
際
交
流
会
館

に
滞
在
し
、
課

外
学
習
も
含
め

て
日
本
に
つ
い

て

幅

広

く

学

ぶ
。
こ
の
う
ち

13
人
が
Ｂ
Ｃ
Ｌ

に
参
加
し
、
日

本
の
文
化
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
す

る
英
語
の
授
業
を
受
講
す

る
。

　
歓
迎
会
に
は
専
大
生
約
50

人
も
参
加
。
日
本
語
や
英
語

の
ほ
か
、
留
学
生
の
母
国
語

も
交
え
て
自
己
紹
介
を
し
た

り
、
好
き
な
日
本
文
化
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
り
し
た
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
参
加
の

ア
ル
ト
ゥ
ル
・
カ
ラ
コ
ル
さ

ん
は
「
通
っ
て
い
る
大
学
で

専
修
大
学
の
ポ
ス
タ
ー
を
見

て
留
学
を
決
め
た
。
滞
在
中

は
日
本
の
こ
と
を
よ
く
知
る

た
め
、
た
く
さ
ん
会
話
を
し

た
い
」
と
に
っ
こ
り
。
母
親

が
日
本
人
と
い
う
コ
ウ
イ
チ

・
オ
マ
ラ
さ
ん
（
米
オ
レ
ゴ

ン
大
学

国
際
交
流
協
定

校
）
は
「
日
本
語
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」
と
意

欲
を
み
せ
た
。

　
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
井
上
幸
孝
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
今

夏
、
初
の
海
外
合
宿
を
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
マ
ニ
ラ
で
行
っ
た
（
９
月
15
日
〜

19
日
）。

　
同
ゼ
ミ
は
テ
ー
マ
「
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
の
歴
史
と
文
化
」
に
沿
い
、
関

連
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
16
世
紀
後
半
〜
19

世
紀
末
ま
で
、
メ
キ
シ
コ
市
を
副
王

都
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
（
ヌ
エ

バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
副
王
領
）
の
一

部
を
形
成
し
て
い
た
。
ア
ジ

ア
の
中
で
は
特
異
な
歴
史
的

経
緯
を
持
ち
、
ス
ペ
イ
ン
文

化
や
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
支

配
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ

る
。
今
合
宿
は
そ
う
い
っ
た

文
化
的
生
成
を
参
加
学
生
５

人
が
肌
で
感
じ
取
り
、
関
連

す
る
史
跡
な
ど
を
見
学
し

た
。

　
同
ゼ
ミ
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
文
献
調
査
な
ど
で
事
前
知

識
を
十
分
に
持
っ
た
う
え
で

現
地
を
知
る
」。
観
光
ガ
イ

ド
を
つ
け
ず
、
下
調
べ
（
文

献
調
査
）
を
し
て
各
自
が
与

え
ら
れ
た
テ
ー
マ
（
ス
ペ
イ

ン
に
よ
る
征
服
・
植
民
地
化
の
歴
史

的
経
緯
、ガ
レ
オ
ン
貿
易
※
、
ホ
セ
・

リ
サ
ー
ル
な
ど
）
を
現
地
で
発
表
し

た
。
参
加
し
た
２
ゼ
ミ
生
（
川
満
俊

さ
ん
・
４
年
次
、
飯
田
麻
衣
さ
ん
・

３
年
次
）
の
寄
稿
を
紹
介
し
よ
う
。

参
加
学
生
は
ほ
か
に
大
川
健
太
さ
ん

（
４
年
次
）、
佐
藤
椋
平
さ
ん
（
３

年
次
）、神
山
麻
菜
さ
ん（
２
年
次
）。

※
ガ
レ
オ
ン

マ
ニ
ラ
と
現
在
の
メ

キ
シ
コ
の
ア
カ
プ
ル
コ
を
行
き
来
し

た
ス
ペ
イ
ン
の
貿
易
船
。

　
私
た
ち
は
ス
ペ
イ
ン
植
民

地
内
で
の
文
化
の
交
流
の
実

態
を
知
る
た
め
に
、
マ
ニ
ラ

合
宿
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
合
宿
中
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所

を
訪
れ
ま
し
た
が
、
最
も
印

象
に
残
っ
た
も
の
の
一
つ

は
、
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
で
し

た
。
こ
れ
は
城
内
を
意
味
す

る
ス
ペ
イ
ン
語
で
、
ス
ペ
イ

ン
植
民
地
時
代
に
統
治
の
中

心
と
な
っ
た
城
塞
都
市
で

す
。
１
５
７
１
年
に
ロ
ペ
ス

・
デ
・
レ
ガ
ス
ピ
が
マ
ニ
ラ

を
占
領
し
、
以
降
、
外
敵
か

ら
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
、
イ

ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
の
建
設
を
始

め
ま
し
た
。

　
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
内
の
史

跡
で
、
特
に
感
銘
を
受
け

た
の
は
、
サ
ン
・
ア
グ
ス

テ
ィ
ン
教
会
と
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
要
塞
で
し
た
。
前
者

は
、
１
５
７
１
年
に
建
て

ら
れ
た
石
造
り
の
教
会
で
あ

り
、
１
９
９
３
年
に
世
界
遺

産
登
録
さ
れ
た
バ
ロ
ッ
ク
様

式
の
国
内
最
古
級
の
教
会
で

す
。
後
者
は
、
イ
ン
ト
ラ
ム

ロ
ス
の
北
西
の
端
に
あ
り
、

兵へ
い

站た
ん

基
地
や
牢
獄
を
備
え
、

太
平
洋
戦
争
中
に
は
日
本
軍

の
憲
兵
隊
本
部
も
置
か
れ
た

所
で
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
多
数
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

や
中
国
人
が
石
切
り
、
レ
ン

ガ
の
製
造
、
木
材
の
切
り
出

し
運
搬
に
強
制
労
働
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
歴
史
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
特
に
印
象
に
残

っ
た
も
う
一
つ
の

場
所
は
、
リ
サ
ー

ル
公
園
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
統
治
期

に
整
備
さ
れ
、
広

大
な
敷
地
内
に
芝

生
や
噴
水
、
そ
し

て
リ
サ
ー
ル
記
念

像
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
19
世
紀
後
半

ス
ペ
イ
ン
植
民
地

支
配
下
に
お
け
る

改
良
的
民
族
主
義
者
だ
っ
た

英
雄
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
が
、

ス
ペ
イ
ン
植
民

政
庁
に
よ
っ
て

処
刑
さ
れ
ま
し

た
。

　
リ
サ
ー
ル
は
、
著
作
の
中

で
、
植
民
地
政
府
と
カ
ト
リ

ッ
ク
聖
職
者
の
不
正
行
為
や

搾
取
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
有
産
階
級
層
や
農
民
の

腐
敗
ま
で
も
著
し
、
ス
ペ
イ

ン
政
府
に
植
民
地
支
配
の
現

実
を
突
き
つ
け
る
と
と
も

に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
に

自
己
改
革
の
余
地
が
あ
る
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の
変

革
の
た
め
に
は
ス
ペ
イ
ン
か

ら
分
離
独
立
す
る
し
か
な
い

と
考
え
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
所
を
実
際

に
見
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

は
、
ス
ペ
イ
ン
や
メ
キ
シ
コ

と
の
歴
史
的
関
係
や
交
流
の

結
果
が
色
濃
く
残
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

貧
困
層
と
富
裕
層
の
経
済
格

差
は
想
像
以
上
の
も
の
で
、

日
本
が
非
常
に
安
全
で
豊
か

な
国
で
あ
る
こ
と
も
実
感
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
事
前
準

備
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
滞
在
、

帰
国
ま
で
、
井
上
先
生
を
は

じ
め
ゼ
ミ
生
が
一
体
と
な
っ

た
充
実
し
た
マ
ニ
ラ
合
宿
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

▲　パッシグ川を望むサンティアゴ要塞で。左から飯田さん、

神山さん、川満さん、大川さん、佐藤さんと井上教授

◀
　
リ
サ
ー
ル
公
園
で
研
究
発

表

スペイン統治時代の歴史と文化を知る
文・井上ゼミ　マニラで夏合宿

◀
　
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
内
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン

風
邸
宅
の
中
庭

寄

稿

　
川
満
　
俊
（
文
４
）

寄

稿

　
飯
田
　
麻
衣
（
文
３
）

歴
史
的
交
流
刻
む
城
塞
都
市

寮内留学後期が開講
▶
　
日
本
で
の
生
活
の
抱
負
を
語
る
留
学
生

夕
暮
れ
の
街
で
複
雑
な
思
い


